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上 天 草 総 合 病 院 理 念 

信頼される地域医療 
基本方針 

1．私達は、患者様中心の医療をめざします。 
2．私達は、地域に根ざしたこころあたたかな医療を提供します。 
3．私達は、患者様に快適で安全・安心な医療を提供します。 
4．私達は、退院後も安心して療養できる病院をめざします。 
5．私達は、常に自己研鑽に努め、医療水準の向上に励みます。 
6．私達は、健全な病院経営をめざします。 

 地域医療連携通信 

上天草市立上天草総合病院 

２０１９（平成３１年）３月号（第１４９号） 

上天草市立上天草総合病院 地域医療支援部 （直通） 

 電話：０９６９－５４－７３７３ FAX：０９６９－６２－１５４７ 

住所：８６６－０２９３ 熊本県上天草市龍ヶ岳町高戸１４１９－１９ 

電話：０９６９－６２－１１２２（代） FAX：０９６９－６２－１５４６（代）  

   URL ： http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp/ 

   Eメール ； kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp 

   発行責任者：地域医療支援部長 福田 誠 

第３７回 上天草総合病院院内学会を終えて 

研修委員長 吉村 文孝 

 この度、平成３１年２月２３日に上天草総合病院

院内学会を開催いたしました。 
 毎年、開催している当学会も今年度で３７回目を

迎え、今年も医局・看護部・リハビリテーション

科・事務部などから計２１の演題が集まりました。

普段共有できていない互いの臨床・研究内容につい

て知ることができ、それぞれの見聞を深める良い機

会になったのではと思います。また、今年も熊本大

学薬学部よりHIGOプログラム研修生の活動報告も

していただきました。研修生の方々には天草地域の

みならず熊本県内の地域医療の充実を図るため、各

種勉強会や地域住民との交流行事に参加いただいて

おり、今後、天草地域の医療の発展のため、互いに

手を取り合っていけたらと考えています。 
 今後の当院の提

供する医療内容の

さらなる飛躍につ

なげる良い機会と

なりました。 

プログラム 
Ⅰ．開会挨拶（8：30～8：35）  病院事業管理者 蓮尾 友伸   
Ⅱ．演題発表 
第一群（8：35～9：30） 座長  教良木診療所所長兼内科医長 吉村 文孝 
１，喫煙に関する意識調査について       保健師 ○松江文賀 
２，地域診断(人口減少地域)から今後の病院のあり方を検討する 
                       病院長 ○脇田富雄 
３，日本紅斑熱多発地域におけるマダニ刺症の特徴  
    ～マダニ種の分布を探る～      内科 ○和田正文 
４，複数回のマダニ刺症で牛肉アレルギーを発現した１症例 
                         内科 ○和田正文 
５，身近な水まわりに細菌はどれだけいるのか   

～グラム染色を用いて～       内科 ○溝部孝則 
６，当院のC型肝炎患者の地域特性と検査室がHCV治療へ果たす役割 
                      検査科 ○房木明里 
７，「下肢末梢動脈疾患管理加算」への取り組みについて 
                  透析センター  ○浦田律子 
 
第二群（9:35～10：40）  座長 看護学校学科長 山下 利香 
８，口腔ケアへの取り組み         ２病棟 ○新宅杏里 
９，排泄ケアを考える ～モレ対策の実際～ ３病棟 ○小嶋千歩 
10，４病棟における転倒転落の対策と実践 
  ～前研究で得られた転倒転落における対策を実施して～ 

４病棟 ○田中唯 
11，期限内の退院率向上を目指して ～地域包括病棟での闘い～ 

５病棟 ○宮崎雅美 
12, ５病棟の転倒患者情報から見えた転倒対策の改善点 
                     ５病棟 ○堀江健一  
13，風疹急増と職員抗体保有調査  
            ICT・院内感染対策委員会 ○米田麻耶 
14，協同作業に対する３年間の認識の変化 看護学校 ○岡野美保 
15，体組成計からみた「がんリハ患者」と「心リハ患者」の身体的特徴 
  ～骨格筋量とSPPBに着目して～ リハビリテーション科 ○千原好博  

第三群（10：55～11：50）  座長  リハビリテーション科長 楠本 譲治 
16，さらなる安全な輸血を目指して    検査科   ○片山卓也 
17, EMSの有用性について   リハビリテーション科   ○尾崎涼太 
18, 肩関節周囲炎の疼痛に対するTENSが与える影響 

リハビリテーション科 ○七種雄一郎 
19, 介護報酬改定の影響と二部制における変化 

きららの里 ○浜崎康寿 
20, 学生と研修医のアンケートから覗える医師確保のポイント 

総務課 ○平岡英治 
21,都市伝説の解明シリーズ第４弾 
    ～六星占術の運命星で人生が決定してしまうのか？～ 
                 診療情報委員会 ○和田正文  
 
特別プレゼンテーション(11:50～12:10) 
 
熊本大学HIGOプログラム 行政インターンシップ報告 
               ～佐渡市の地域包括ケアシステム構築への取り組み～ 
熊本大学HIGOプログラム（４年コース 薬学教育部 博士課程２年 中野 義雄） 
熊本大学HIGOプログラム（４年コース 薬学教育部 博士課程２年 藤村 留衣） 
                           熊本大学薬学部（薬学科５年 丸山 加名） 
 
Amakusa Medical Students (AMS) 活動報告  
               ～地域に貢献する学生の力～ 
熊本大学HIGOプログラム（４年コース 薬学教育部 博士課程３年 今福 匡司） 
                                                  熊本大学薬学部（薬学科５年 宮下 知佳） 
                               熊本大学薬学部（創薬・生命薬科学科２年 渡邊 尚幸） 

座長 HIGOプログラム 特任助教 ハリ プラサデウ デブコタ 
 
Ⅲ．SADI天草大会の告知（12：10～12：20）  診療部長兼内科部長 和田 正文 
 
Ⅳ. 講評（12:：20～12：25）  病院長 脇田 富雄 
 
 



 

-2- 

上天草地域在宅医療サポートセンターについて 

 上天草総合病院では、県から指定を受け、院内に

在宅医療サポートセンターを設置しました。在宅医

療が円滑に進むよう、医療・介護・福祉に従事され

ている関係者の皆さまをサポートする相談窓口とな

ります。  

 熊本県では、団塊の世代が後期高齢者となる2025

年に向けて、高齢者が住み慣れた身近な地域で安心

して暮らすことができるよう、医療や介護、生活支

援サービスを包括的に提供する「地域包括ケアシス

テム」の構築が推進されています。その中でも、高

齢化の進展や地域医療構想の推進に伴う在宅医療

ニーズの増加に対応し、在宅医療の量・質両面の取

組みを県内全域で推進するため、県（1箇所）及び

地域（7圏域13箇所）の医療機関等が在宅医療サ

ポートセンターに指定されています。 たとえば、 

・通院が難しくなってきたので、訪問診療をしてく

れる医師を探している。 

・医療依存度の高い方（IVH・酸素・神経難病・が

んターミナルなど）が退院してくるので、在宅療養

のサポートについて相談したい。 

・頻回な吸引が必要な方を受け入れてもらえる施設

の情報が欲しい。 

・訪問先の利用者さんの体調についてちょっと気に

なることがある。話を聴いてほしい。…など  

在宅療養・介護が円滑に進むための情報提供やお手

伝いをいたします。 
 

在宅医療サポートセンター 事務局 東矢 義光 

自家発電機入替工事に伴う、停電作業等におきま

しては、入院患者さんを始め、住民の方には大変ご

迷惑をおかけしました。自家発電機の老朽化に伴い

今回入れ替えを実施いたしました。 
自家発電機は、台風や災害等により停電が発生し

た場合に、自動的に自家発電機に切り替わり、業務

が継続できるように電気の供給を行うものです。も

ちろん全ての機器が作動できるものではありません

が、ある程度の業務継続、救急等に対応できるよう

にしております。 
当院は、災害拠点病院に指定されておりますし、

この地域の救急指定病院にもなっております。災害

時にも、機能を停止させることがないように日頃よ

り、さまざまな備えを行っているところです。 
入院患者用の食料・飲料水の備蓄も３日間ほどメ

ニューを決めて備蓄しております。また昨年１０月

には、市の防災訓練にあわせて、病院内で災害訓練

（傷病者受け入れ訓練）等を実施いたしました。災

害派遣医療チーム（DMAT）も２チームあり、熊本

県や上天草市の災害訓練にも参加し常に訓練を実施

しています。 
上天草地域の安心・安全な医療の提供、信頼され

る地域医療・病院をめざして、これからも努力して

まいりますので、宜しくお願い致します。 
 
 

自家発電機入替を実施しました 

事務次長 森 千尋 

当院２階屋上に設置された自家発電機 

開設日時：月曜日～金曜日 

     （祝祭日及び年末年始は除く） 

     午前9：00 ～ 午後4：00  

利用方法：電話相談又は面談（要予約） 

電話番号：0969-54-7373  

     地域医療支援課 内 
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医療介護関係の皆様の勉強会・研修会への参加をお待ちしています。 
参加申し込み・内容等については、地域医療支援課『TEL 0969-54-7373（直通）』『TEL 0969-62-1122（代表）』 

までお問い合わせ下さい。 

編集後記 

研修会・勉強会の行事予定表 

３月１４日（木） 
糖尿病教室 
 ・けっこうこわい糖尿病の現実 

 ・生活習慣を見直そう 

 ・振り返ってみませんか？あなたの食事・・・ 

１３：１５～ 当院６階講堂 

３月１５日（金） 
心臓リハビリテーション教室 
 ・４月からの医療費について 

 ・心臓病の非薬物療法について 

１４：３０～ 当院６階講堂 

３月２２日（金） 
がんサロン 

１３：３０～ 当院６階講堂 

〇先日行われた熊本城マラソンには、当院からは小生を含め5名が参加した。上天草総合病院のロゴが入った

揃いのＴシャツを着て、全員がフルマラソンを完走した。天候にも恵まれ、早春の熊本の街や川尻を沿道の声

援を受けながら、多くのランナーとともに自分の限界に挑戦する辛く楽しい時間だった。走った先に何がある

のかは人それぞれ。応援下さった皆さん、ありがとうございました。（福田）  

 当院では毎年、インフルエンザが流行する12月から3月末までの感染患者数を調べ、院内メールにて職員に

報告しております。以下に平成26年度から平成30年度までの過去5年間の当院におけるインフルエンザ感染患

者数をまとめてみました。例年、様々な動向パターンが見られますが、正月休みによる人々の移動を機に感

染が広がるようです。  

過去５年間の当院におけるインフルエンザウイルス感染動向  

臨床検査科長  福田 浩喜 
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３ 月  診 療 案 内 

 月 火 水 木 金 休 診 日 
       

 

内   科 
  代謝内科 

  消化器内科 

  呼吸器内科 

  脳神経内科      

樋口 定信 

和田 正文 

早川 香菜美 

熊大代謝内科 

溝部 孝則 

和田 正文 

吉村 文孝 

早川 香菜美 

前田 幸佑 
(第1･3･5) 

樋口 定信 

担当医 

吉村 文孝 

中村 太造 

樋口 定信 

溝部 孝則 

和田 正文 

守田 雄太郎 

担当医／早川 

林 広隆(第1･3) 

溝部 孝則 

担当医 

早川 香菜美 

 ※脳神経内科の診療は、第1･第3木曜日午前9時から12時まで予約制となります。 

※3/1㈮、22㈮、27㈬、29㈮の担当医の外来診療は休診となります。 

循環器内科  
脇田 富雄 脇田 富雄 堀内 賢二 

堀内 賢二 
(第2･4･5) 

脇田 富雄 

 

小児科  
船曳 哲典 熊大 船曳 哲典 熊大 船曳 哲典 

 

外科・肛門外科  
消化器外科 

福田 誠 城野 英利 
蓮尾 友伸 

 ／ 
福田 誠 

城野 英利 大堂 雅晴 
 

整形外科  藤松 晃一 上原 悠輔 藤松 晃一 － 藤松 晃一 
 

 ※月･水･金曜日の診療希望の方は、事前にお問い合わせください。 
※毎週火曜日の診療開始は10時50分からとなります。 

産婦人科    
姫野 隆一 － 姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 

3/13㈬ 
14㈭･15㈮ 
18㈪･20㈬ 
22㈮･25㈪  

 ※産婦人科の診療は、予約制となります。 

耳鼻咽喉科   － 熊大 － 熊大 熊大 
3/8㈮ 

眼科  粟井 麻衣子 竹下 哲二 竹下 哲二 竹下 哲二 竹下 哲二 
 

※午後は、検査の予約外来です。ただし、月･水曜日は手術日です。 

皮膚科 
 

－ － － 尹 浩信 － 
 

泌尿器科 － 小川 愛一郎 － － － 
 

超音波・ 
内視鏡センター 

蓮尾 友伸 

城野 英利 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

城野 英利 

和田 正文 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

福田 誠 

城野 英利 

 

歯科・口腔外科  福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 
 

※午後は、13時～16時30分までの受付です。 

 

 

※診療受付時間は午前８時３０分～１１時３０分まで行います。 

※脳神経外科は月２回（第２、第４水曜日）の午後２時より診療を行います。（予約制） 

※歯科口腔外科は月～金の午後も診療を行います。 

教良木診療所 応援 担当医 中村 太造 応援 応援 吉村 文孝 

御所浦診療所 応援                           
竹下 哲二 
（午後） 


